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＜一般的な使い方＞



１. 各レポートの実数が知りたい

1

①グラフ枠内で右クリック（スマホの場合長押し）
→「テーブルとして表示」で、詳細を確認できます。

②元の画面に戻る場合は、
ここをクリック



２.より細かい分類で分析したい(ドリル機能)

2

①グラフ枠内をクリックし、グラフ外に表示される
下矢印(一本)をクリック

①特定の産業の詳細を知りたい場合

②グラフ内の調べたい産業をクリック

③「サービス業」に含まれる、詳細な分類を
表示することができます。

※同様に更に詳細を表示することもできます。

④上位の分類に戻りたい場合は、上矢印をクリック



２.より細かい分類で分析したい(ドリル機能)

3

①グラフ枠内をクリックし、グラフ外に表示される
下矢印(二本)をクリック

②全産業の詳細を知りたい場合

②産業を絞らずに詳細な分類を
表示することができます。

③更に詳細を見たい場合は、下矢印(二本)を
上位の分類に戻りたい場合は、上矢印をクリック



＜分析使用例＞



１. 〇〇の原材料等の構成を知りたい

4

②プルダウンから「食料品」を選択します。
※大きい分類から選択していくと、探しやすいです。

例として、「食料品」の投入構造を調べてみましょう。

①ページ切替から２ページを開く。

③表とグラフが更新され、「食料品」が
原材料を「製造業」や「農林漁業」から
多く購入していることが分かります。

④ドリル機能(前述)を使うことで、
「農林漁業」の更に詳細な部門を
調べることもできます。

⑤クリックすると、②の選択を
リセットできます。



２．〇〇の販売先を知りたい

5

②プルダウンから「食料品」を選択します。
※大きい分類から選択していくと、探しやすいです。

例として、「食料品」の販売先を調べてみましょう。

①ページ切替から３ページを開く。

③表とグラフが更新され、「食料品」が
「民間消費支出」(家計)や「移出」(市外
に対する取引)が多いことが分かります。

④ドリル機能(前述)を使うことで、
「サービス業」の更に詳細な部門を

調べることもできます。

⑤クリックすると、②の選択を
リセットできます。



３．輸出入・移輸出の大きい産業を知りたい

6

②調べたい項目のボタンをクリック

①ページ切替から４ページを開く

③上２つのグラフが②の選択に
対応して更新されます。

※下のグラフは連動しません。

④各グラフは、ドリル機能(前述)によって、
より詳細な部門を調べることができます。


